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FACE6 
６	
 レポート作成の基本 

６－１	
 レポート用データの収集 

６－１－１	
 レポート項目の解説 

６－１－２	
 検索マッチ広告運用結果データの収集方法 

６－１－３	
 Googleアナリティクスデータの収集方法 

 

６－２	
 リサーチ結果のまとめ方 

６－２－１	
 リサーチレポート作成の注意点  

６－２－２	
 適性入札価格と関連キーワードの分析 

 

【６	
 レポート作成の基本】 

【６－１	
 レポート用データの収集】 

検索マッチの PPC広告の掲載を開始したら、定期的にその運用結果と以後の方針、さらに

はサイト改善ポイントをまとめたレポートを作成しクライアントに提示します。 

レポートの作成頻度は、１ヶ月に１回を目処とします。運用・管理する案件数が増える場

合は、広告掲載の開始日を毎月 1日、11日、21日といったように複数に分けて設定し、１

ヶ月経過毎にレポートを作成する、といった形でタスクを分散すると効率的です。 

 

 

［運用管理サイクルの参考］ 

 
 

 

【６－１－１	
 レポート項目の解説】 

レポートは、運用・管理の結果をまとめた Analysisレポートと予算消化状況をまとめた広

告費レポートの二種類を作成します。 

レポートの基本構成要素は下記の通りです。 
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［Analysisレポートフォーマット：1ページ目］ 

 

 

●レポート発行回数 

 

●対象サイトの基本情報 

対象サイトの TOPページの画面ショットを貼り付け、運営会社名、サイト名、サイト URL、

報告対象期間を入力します。 

 

●運用目的  

運用目的は IMAの各検証ステップのゴールに基づいて決定します。 

毎回のレポートはこの運用目的に基づいて検索マッチ広告およびGoogleアナリティクスで

収集したデータの分析・報告を行います。 

第１回目のレポートの場合、基本の運用目的は以下の 2点です。 

・キーワードの適性入札価格の確定 

・部分一致による関連キーワードの収集 

 

●入札キーワードの掲載状況 

検索マッチ広告で買い付けたキーワード毎の掲載結果（インプレッション数、クリック数、

クリック率など）を報告します。「今月運用期間中の掲載結果」として全体のサマリーも記
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載します。 この項目は分析レポートを発行する際に毎回掲載をします。2 回目以降のレポ

ートでは過去 2カ月分のデータを併記すると比較しやすくなります。 

 

●テキスト広告の掲載状況 

作成した複数の広告文の掲載結果（インプレッション数、クリック数、クリック率など）

を報告し、「広告文掲載結果」のサマリーを記載します。 

2回目以降のレポートでは過去 2カ月分のデータを併記すると比較しやすくなります。 

 

 

［Analysisレポートフォーマット：2ページ目］ 

 

 

●関連キーワード 

部分一致（フレーズ一致）によるワード入札とクリック獲得によって取得できた「ユーザ

ーが検索エンジンで入力する実際のキーワード情報（検索クエリ）」を収集し、そのキーワ

ードの傾向分析をおこなうとともにサイト内容との適合性を診断します。 
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●コンバージョン内訳 

対象サイトの目的が達成された（コンバージョンが発生した）場合には、Google アナリテ

ィクスを用いて把握できるキーワード等のデータを記載します。 

 

●Googleアナリティクスによるサイト内分析 

検索マッチ広告の対象サイトの「セッションの推移」「サイト利用状況」「サイト訪問者の

参照元」「ページ別傾向」のサマリーを作成します。2 回目以降のレポートでは過去のデー

タを併記すると変化を比較しやすくなります。 

 

●今月のリサーチ結果と来月の方針 

各月の運用目的に基づく運用結果と翌月の運用目的について、IMA の各検証ステップのゴ

ールに基づいて記載します。 

第 1回のレポートで報告する基本の運用結果は下記の通りです。 

・キーワードの適性入札価格 

・部分一致による関連キーワードの収集 

 

 

［広告費レポートフォーマット］ 

 

●1ヶ月間の広告費報告 

Yahoo！プロモーション広告と、GoogleAdWordsの各広告サービスで消化した広告費を報

告します。 
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【６－１－２	
 検索マッチ広告運用結果データの収集方法】 

広告の運用結果レポートの各データは Yahoo!プロモーション広告、GoogleAdWords のレ

ポートデータダウンロード機能を利用します。確認したいデータを管理画面で表示させ、

そのデータを CSV形式でダウンロードし、レポートフォーマットに合わせて作表するとい

う手順になります。 

 

●Yahoo！プロモーション広告のレポート機能 

パフォーマンスレポートを利用します。広告の管理画面のレポートタブから、広告グルー

プレポート、キーワードレポートなどの様々な掲載結果データを様々なファイル形式でダ

ウンロードすることができます。 

 

◆	
 Yahoo！プロモーション広告「パフォーマンスレポートの作成」 

	
 http://yahoo-jp-ss.custhelp.com/app/answers/detail/a_id/1842/c/162,163,204 

 

●GoogleAdwordsのレポート機能 

Yahoo！プロモーション広告と同じく、広告配信の管理画面からダウンロードを行います。

必要なデータをキャンペーン単位、広告グループ単位、キーワード単位で表示させデータ

のダウンロードを行います。 

 

◆	
 Googleアドワーズ「レポートの作成、保存、スケジュール設定」 

	
 http://support.google.com/adwords/bin/answer.py?hl=ja&answer=2404176 

 

 

様々なレポートの確認方法の基本は上記の URL等を参照してください。ここでは Yahoo！

プロモーション広告を利用している場合のパフォーマンスレポートによるデータ抽出方法

を中心に解説します。２０１３年５月現在の Yahoo！プロモーション広告の仕様に基づき

ますので変更となる場合があります。 

 

□入札キーワードの掲載状況の作成手順 

 

レポートタブ＞＞新規レポートを作成＞＞キーワードレポート＞＞表示項目を選択＞＞集

計期間を選択＞＞表示対象のキャンペーンまたは広告グループを選択＞＞ファイル形式を
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選択（CSV が作業を行いやすい）＞＞作成ボタンをクリック＞＞レポートが作成されるの

でダウンロードします。 

ダウンロードした CSVデータをレポートフォーマットに応じて必要な項目（インプレッシ

ョン数・クリック率・クリック数・平均掲載順位・平均クリック単価（CPC））だけ残し、

キャンペーン→広告グループ→インプレッション数の順に並び替えて作表します。 

 

□テキスト広告の掲載状況の作成手順 

 

レポートタブ＞＞新規レポートを作成＞＞広告グループレポート＞＞表示項目を選択＞＞

集計期間を選択＞＞ファイル形式を選択（CSV が作業を行いやすい）＞＞作成ボタンをク

リック＞＞レポートが作成されるのでダウンロードします。 

レポートフォーマットに広告グループ・インプレッション数・クリック率・クリック数を

作表します。広告文は各広告グループで配信中の 3 種類から当該報告期間中にクリック率

が最も高かった 1つの広告文を掲載します。 

 

 

【６－１－３	
 Googleアナリティクスデータの収集方法】 

分析に必要なデータの半数以上は毎回 Googleアナリティクスから抽出します。 

 

□セッションの推移の作成方法 

 

Google アナリティクスにログイン＞＞プロファイルのレポートを表示＞＞期間設定＞＞ユ

ーザーサマリー上部の折れ線グラフのスクリーンショットを貼り付けます。 

リスティング広告の開始日や、一時停止、サイトに変更点などがあった場合はその日にメ

モを記します。 

 

□サイト利用状況の作成方法 

 

Google アナリティクスにログイン＞＞プロファイルのレポートを表示＞＞期間設定＞＞ユ

ーザーサマリーで表示される訪問数等、基本情報を転記。 

2回目以降のレポートからは過去3カ月程度のデータを併記すると比較が行いやすくなりま

す。 
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□サイト訪問者の参照元の作成方法 

 

Google アナリティクスにログイン＞＞プロファイルのレポートを表示＞＞期間設定＞＞ト

ラフィック＞＞参照元＞＞すべてのトラフィックを表示し、参照元／メディア別のデータ

をカウントする。 

Organic検索経由（Yahoo！、Google）、検索マッチ広告経由、特定サイトからの referral、

その他が代表的に抽出したい経路です。 

Organicや referralが多数あるケースもあります。1種類ずつをカウントするとレポートの

円グラフが煩雑になりすぎるため、適宜一まとめにして作表するとよいでしょう。 

 

□ページ別傾向の作成方法 

 

データのエクスポートを前に、対象サイトのサイトマップ（URL 対応）を作成しておく必

要があります。ナビゲーションや下層コンテンツなどはセルを同レベルで色分けすると見

やすくなります、なお、通販サイトで商品点数が多く、膨大な全ページを網羅することが

できない場合は、商品カテゴリー単位に留め、重点的に分析したいコンテンツのみを抽出

してもかまいません。30～40程度のページでサイトマップを作成します。 

 

Google アナリティクスにログイン＞＞プロファイルのレポートを表示＞＞期間設定＞＞コ

ンテンツ＞＞サイトコンテンツ＞＞すべてのページを表示し、ページ数が少ない場合は目

視による転記でも対応可能ですが、ミスが発生する可能性もあるので、一括ダウンロード

したデータからエクセルの関数を利用し、各ページビュー数とページ滞在時間、離脱率を

作表します。 

 

 

【６－２	
 リサーチ結果のまとめ方】 

【６－２－１	
 リサーチレポート作成の注意点】 

基礎データ収集ができたらいよいよ分析を始めます。 

 

IMA検定では、各運用ステップで分析項目が決まっているので、それに準じて進めますが、

広告予算やクリック率の影響で分析に十分なデータが収集できていないケースもあります。

また運用ステップが進むとサイト内容の変更に伴った分析が始まりますが、クライアント

や制作側の事情で、サイト内容の変更が予定していた運用ステップ通りに進まないケース
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もあります。そのため時には、分析を 1 ヶ月後に延期するといった臨機応変な対応が求め

られます。この場合はクライアントに背景をしっかり伝え、理解と協力を得なければなり

ません。 

 

 

【６－２－２	
 適性入札価格の確定と関連キーワードの分析】 

第 1回のレポートの場合、基本的には以下の運用結果を報告します。 

・キーワードの適性入札価格 

・部分一致による関連キーワード 

 

●適性入札価格の確定 

 

入札単価調整をしながら広告の上位掲載のための単価をリサーチした結果 1 ヶ月間でいく

つのキーワードで適性入札価格が確定したかを報告します。 

買い付けているキーワードの中には、競合の広告主が多いために平均クリック単価が予想

以上に高額化している傾向にあり、現状の月額広告費から導きだした上限入札価格では広

告掲載が 3.99位以内になることは難しいと判明するものもあります。この時に入札単価を

さらに上げると、キーワード毎の予算消化に偏りが出るため、入札価格を据え置きにしま

す。 クライアントから予算増額の意向が出た場合には、入札単価調整を 2カ月目以降も継

続します。 

 

 

●	
 部分一致による関連ワードの分析 

 

□関連キーワードの作成手順 

レポートに必要なデータの中で、買い付けキーワードの部分一致によってヒットしたユー

ザーの検索キーワード（関連キーワードと呼びます）は、広告出稿の管理画面で「検索ク

エリ」という形で確認することができます。しかし、それらの関連キーワード経由でユー

ザーがサイトを訪問した後の滞在時間やページビュー数は、以下の手順で Googleアナリテ

ィクスと併用して分析する必要があります。 

 

 

 



Internet	
 Marketing	
 Analyst	
 
FACE6 

 

 9 

［ステップ１：有料のトラフィックを表示］ 

 
 

Google アナリティクスにログイン＞＞トラフィック＞＞参照元＞＞検索＞＞有料検索＞＞

データダウンロードし、レポートフォーマットに応じて必要な情報（キーワード・ページ

別セッション数・平均ページ滞在時間）をページ別セッション数の多い順に並べて作表し

ます。 

この時、Yahoo！プロモーション広告を利用している場合には、広告のリンク先 URLの個

別設定（utm….で始まる個別の URL追加）が行われていることがデータ取得条件となりま

すので、FACE３の７〜８ページを参照し必ず設定してください。 

 

データ収集が完了したら、部分一致による関連キーワードを以下の 2 つの視点から分析し

ます。 

 

□広告文フィルタに利用できるものを探す 

□買い付けキーワードとして追加できるものを探す 

 

□広告文フィルタに利用できるものを探す 

「広告文フィルタ」とは、1つのキーワードに対し表示させる広告文に、意図的なテーマを
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持たせた広告文をランダムに表示させ、 そのクリック率を見ることでユーザーの潜在的ニ

ーズを探ることを目的とした広告文設定です。 

初期の広告文作成の際も、この点を「強みポイント」として意識した広告策定ルールとな

っています。この分析では、部分一致から収集したユーザーの生の検索キーワード（関連

キーワード）から、その商品やサービスを探しているユーザーが掛け合わせたキーワード

を読み解き、購入や資料請求などのポテンシャルが高いターゲットを絞り込むことができ

るものがあれば新たな「広告文フィルタ」として採用します。 

部分一致で拾ってきたキーワードの中で、セッション数が多い、または滞在時間の長い掛

け合わせキーワード等が 2 ヶ月目からの広告文フィルタとして採用され、広告文改善のた

めに活用されます 。 

 

□買い付けキーワードとして追加できるものを探す 

上記で抽出できたインプレッション数の多いキーワードの中で、既存の買い付けキーワー

ドの中にないものは、「アテンションワード」として買い付けキーワードに追加します。 

 

新たな買付けキーワードに指定した関連キーワードは、検索クエリを確認しながら部分一

致の発生元である一般ワードもしくはコンセプトワードの広告グループから対象外ワード

に設定します。この設定を行わないと折角新たな買付けキーワードを新規追加しても、部

分一致の発生元の買付けキーワードにインプレションを拾われてしまうためです。 

対象外キーワードの設定方法は、下記の URLを参考に設定してください。 

 

◆Yahoo！プロモーション広告	
 対象外キーワードについて 

http://yahoo-jp-ss.custhelp.com/app/answers/detail/a_id/2165/related/1 

◆	
 Yahoo！プロモーション広告	
 対象外キーワードツール 

http://yahoo-jp-ss.custhelp.com/app/answers/detail/a_id/1652/related/1 

◆GoogleAdWords	
 除外キーワードを追加、編集、削除する 

https://support.google.com/adwords/answer/2453972?hl=ja 

 

 


